
第１２３８回例会 ６月１５日（金）各委員会年度報告    百合ヶ丘カントリー倶楽部 

第１２３９回例会 ６月２２日（金）会員卓話        百合ヶ丘カントリー倶楽部 

第１２４０回例会 ６月２９日（金）今年度最終例会     ホテルモリノ 

 

 

 

【点 鐘】               森 茂則 会長 

【例会場】               ホテルモリノ 

【S.A.A.】                  青戸 慶太 委員 

【ソング】  ロータリーソング『それでこそロータリー』 

【ゲスト・ビジター紹介】          森 茂則 会長 

◆白井勇様（川崎百合丘RC） 

【会長報告】              森 茂則 会長 

１． ガバナー事務所より 18-19年度金子ガバナーの略歴が

送られてきました。 

２． 麻生観光協会より 総会のお知らせ 

６月２５日（月） 15:00～ 麻生区役所会議室 

３． 「社会を明るくする運動」推進委員会開催のお知らせ 

６月１５日（金） 14:00～ 麻生区役所４F会議室 

４． 県立麻生養護学校より 平成30年度総会の報告と後援

会入会要請が送られてきました。 

【幹事報告】                     森 啓伊 幹事 

◆例会変更 

●川崎鷺沼RC   

○6/13（水）移動例会  

ロイヤルウィンディナークルーズ 

点鐘17：00  ○6/27（水）休会 

●川崎中RC 

○6/26（火）夜間例会 精養軒 ２F 飛翔 点鐘18：00 

●川崎とどろきＲＣ 

○6/18（月）夜間移動例会 三笠會舘１F 武蔵小杉店 

点鐘 17：30  ○6/25（月）休会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆2018-19 年度 理事・役員のお知らせが届いております。 

○川崎西 RC ○川崎百合丘 RC ○川崎西北RC 

○川崎高津 RC ○川崎 RC ○川崎マリーン RC 

○川崎大師RC ○川崎南RC ○川崎中央RC ○川崎幸RC 

◆ガバナー事務所より RYLA 記録誌が送られてきました。 

【出席委員会】           宇津木 茂夫 委員 

例会数 会員 出席 欠席 修正 出席率 

1237 回 32 23 9  71.9％ 

1236 回 32 26 6 3 90.6％ 

1235 回 32 22 10 9 96.9％ 

【ニコニコ委員会】      鈴木 昭弘 社会奉仕委員長 

 第 1237 回(件数) 合 計 

ニ コ ニ コ    21 件 ￥21,000 

◆白井勇様【いつもお世話になります。宜しくお願いします。】 

◇大野勉会員【白井様ようこそ】  ◇鈴木昭弘会員【暑い!!】 

◇森茂則会長 ◇森啓伊会員 ◇臼井勉 会員 

◇宇津木茂夫会員 ◇梅澤馨会員 ◇老沼純会員 

◇川崎航会員 ◇黒木啓太郎会員 ◇佐藤達弥会員 

◇杉山遼会員 ◇鈴木憲治会員 ◇鈴木眞一会員 

◇鈴木豊成会員 ◇長瀬敏之会員 ◇中山隆弘会員 

◇花輪孝一会員 ◇門間亜砂子会員 ◇雪井洋子会員 

              以上、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

第 1237 回 例会記録 平成 30 年 6 月 8 日（金） S.A.A 委員長 蓬田 忠 

回 例会記録 平成 20年 5 月 30 日(金) S.A.A 委員長 森 茂則 

 

［例会日］第 1・2金曜日 12：30〜13：30［例会場］ホテルモリノ新百合丘 7F TEL：044-951-1322 

［例会日］第 3・4金曜日 12：30〜13：30［例会場］百合ヶ丘カントリー倶楽部 2F TEL：044-951-1322 

※第 5金曜日  休会または移動例会,他  連絡先  事務所 TEL：044-951-1322 

 

 

 



【クラブフォーラム】          森 茂則 会長      

「本日は、５人組の組合せでテーブルごとに分けています。 

議題は (A)増強について (B)クラブについての改善点 など

です。次年度へ繋げる項目などを話し合ってください。あとで

代表の方は、前に出て発表してください。」 

【第①グループ発表】 

（A）については、数名の候補者が挙げられます。年内にも入

会できそうな方もいます。 

（B）会員の提案で、同好会を作ってはどうかという意見です。 

【第②グループ発表】 

（A）具体的には入会候補に挙げられる方はいません。ただ、

増強についての考えとして、どのような人に声をかけたらい

いのか、などの意見がでました。その中で職業からターゲッ

トを絞ってはどうかという意見がありました。 

（B）時間がなく話し合いができませんでした。 

【第③グループ発表】 

（A）一名、有力な候補者がおります。 

（B）また後日発表します。 

【第④グループ発表】 

（A）何名か推薦出来る方がいますが、順次検討したいと思い

ます。ある団体が入会してもいいとの情報があります。 

（B）その他として、職場訪問の話がでました。 

 

【四つのテスト】           大野 勉 会員 

【点  鐘】               森 茂則 会長 

【会報委員会】            文責：中山 隆弘 委員 

 
 

竹尾光君の 2017.11 月のレポートです。昨年掲載できま 

せんでしたので、今回掲載いたします。 

 

 

ドイツ派遣  竹尾 光 

Guten tag! こんにちは。 ドイツ派遣の竹尾光です。今月は、

2590 地区の派遣生仲開や母から、次の派遣生の試験が行わ

れたとか、もうすぐ初めてのオリエンテーションがあるなどと聞き､

私の生活を一変させることとなったあの日からもう１年が経った

のかという実感が湧いています。ロータリーの派遣候補生とな

ったあの日からこれまで、本当に沢山の事がありました｡他の

団体で留学をするのとは全く違う体験をさせて頂いていると思

います。来日生や派遣候補の仲間と一緒に、スキーをしたり広

島京都を旅行したり、そして今はドイツで生活をさせてもらって、

当たり前ではありますがこれまでの人生のどの１年よりも海外に

ふれ､海外について考え、そして日本について考えた１年と 

なりました。派遣生の仲間とは生活の悩みや喜び、時には愚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

痴を言い合い、気持ちの面で大きな支えとなっています｡この１

年間の学びや仲間はこれからもずっと活きてくると感じていま

す。しかしその反面この１年間で後悔したこともあります。その

一つとして挙げられるのは準備の部分です｡私は一年前ドイツ

派遣候補生となった時から少しずつですが準備をしてきました。

人見知りで英語も出来なかった私からすれば、富士登山の最

終日､横浜で皆と別れる時にあれだけ悲しい気持ちになること

など考えられませんでした。少しでも派遣の役にたつように話

してみよう。これが私が最初に来日生と話した理由でした。来

日生や派遣候補生、ローテックスとも色々な話をして、海外で

の生活に対する準備や日本の事を伝える準備をしてきました。

しかし私の準備の中で１番足りなかったのは言語の練習だっ

たと思います。元から英語が得意でなかったため、まずは英語

の習得、それから徐々にドイツ語を、という予定でしたが、なか

なか英語が上達せず、ドイツ語は出国時になっても自主勉強

を少ししただけで、話した経験もほとんど無かったという状況で

した。英語が得意ではなく、ドイツ語も全然喋れなければ、伝 

 

 

 

 

【HIKARU Report】11 月 月例報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。それはホストファミリーやその友達の家族とあまり話さな

かったから、というのがあります。ホストファミリーとその家族は

昔からの知り合い。当然ながらドイツ語もわかり、ドイツの生活

にも慣れている。自分にはほとんど理解できない高度なドイツ

語の会話が飛び交う状況で、これは無理だ、と諦め携帯を見

ている事が多くありました。旅行後ホストマザーからなぜ聞かな

いのか、と聞かれ、ついにはいつから勉強をはじめるのかとま

で言われました｡正直なところホストマザーの言っていることの

全てが正しいとは思いませんでしたし、あの状況で喋るのは例

えドイツの子が日本に来ても無理だと思う部分もありました｡た

だ私が行く前から英語やドイツ語をもっと勉強していればもう

少し理解できていたかもしれない、もう少し積極性を持つように

努力していれば、もう少し自分から聞きに行くことが出来たかも

しれない､そう思うとやはり行く前の準備の大切さを改めて実感

しました。 

旅行の後、最初のホストファミリーとも話をし、もっと自分から

積極的に質問をしないとダメだと言われました。他人からでは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また先日一つ目のホストファミリーと共にフランクフルトの美術

館に行ってきました｡多くの画家たちが第一次世界人戦から第

二次世界大戦の間のドイツについて描いた作品ばかりでした。

ホストファザーから色んな話を聞きましたが、その中でも１番心

に突き刺さったのは､第一次世界大戦後怪我をして働けなくな

った夫のために多くの女性達が身売りをしていたというもので

した。その事を風刺した多くの作品がありましたが、それらをみ

て私が感じた思いは広島の原爆ドームを訪れた時と同じでし

た｡誰かが始めた勝手な争いに巻き込まれ、自分の身体や正

しい心、最悪の場合命さえも失ってしまう人達。自分の夫や息

子が傷つき、死んでいく様を見ていることしかできず、戦争が

 

えたいことは伝えられない、

それを今痛感しています。 

10月の終わりから 11月に

かけて私は二番目のホストフ

アミリーとホストファザーの友

達の家族と共にイタリアのチ

ロルに旅行に行きました。あ

たり全体にワインを作るため

の葡萄畑が広がり、山や湖

などの自然が沢山ある綺麗

な街でした。料理は出てくる

もの全てが美味しく、自分と

してはとても楽しくリラックス

した１週間でした。 しかし、

多くのことを学べたかと言わ

れると疑問が残る部分もあり

ます。それはあまりホストファ

ミリーやその友達の家族とあ

まり話さなかったから、という

のがあります。ホストファミリ

ーとその家族は昔からの知り

合い。当然ながらドイツ語も

わかり、ドイツの生活にも慣

れている。自分にはほとんど

理解できない高度なドイツ語

の会話が飛び交う状 

なく自分からそれが出来

るようになるためには勉強

をもっと沢山しろと、他人

にも自分にも厳しいドイツ

人の民族性を感じまし

た。私はドイツの民族性

だけが正しいとは思いま

せんが、今は日本ではな

くドイツに居るので、少し

でもその民族性に慣れる

ように努力をしなければ

ならないと思いました。今

は前よりもドイツ語で話す

ように努めています。 
 

 

 
二番目のホストフアミリーと友達家族 

 

 
チロルの山並 

 



終わっても元の暮らしには戻れずに自分の身体を使ってでも

お金を稼がなければならなくなった人達、私たちの命がそんな

人達の苦しみによって出来たものであることを嫌でも思い知ら

されました。それは以前のレポートでも書きましたが、日本もド

イツも敗戦国であり、私達はこんな思いをする犠牲者をこれか 

ら先に出してはならない、そう思わなければならない国に生ま

れていると思います。ドイツに来てその思いは強くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の11日にドイツではカーニバルが始まりました。私の地域

では大きな特色はありませんが、11 月 11 日にはパーティーが

行われ、歌やダンスなど、色々な演技を見ることが出来ました。

日本では多分１年の中で一番ポッキーが売れる日ですが､何

故この11月11日からカーニバルが始まるのか調べてみました。

その理由を簡単に言うと、11 という数宇がドイツ人(キリスト教の

人達全体)にとって色々な意味でおかしな数宇であるからと言

われているそうです。モーゼの十戒(10)より１多く、キリストの弟

子の数(12)よりは１少ない、時計も12時の少し前で特に何かが

ある訳でもなく過ぎていく、特微が少ない数宇だと思われてい

ます｡またゾロ目というのはヨーロッパの人々にとって特別な数

宇だそうで、そういう意味からそのおかしな11月11日にカーニ

バルを始めるようになったそうです。言われてみれば 11 という

数宇は日本においても特に思い浮かぶものはありませんが、

ゾロ目という意味では何となく特別な気がします。またこのこと

を調べた事で、ヨーロッパにおける他のイベント(クリスマスなど)

についても、ほとんどがキリストにまつわる日であることを再確

認しました。日本では海外から来た文化を除けばそのようなも

のはあまりないので、新鮮であり、宗教がその国に与える影響

やドイツの特微を知ることができてよかったと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また今月上旬にサマータイムが終わりました｡調整のために１

時間長い日が１日あり、それによって朝と夜の時間が変更され

たのですが､正直夜の間に終わっていたので全く気が付きま

せんでした。これまでは日本との時差は７時間でしたが今は８ 

時間となっています。特に１時間変わったことに対して問題は

無いのですが、これも１つのヨーロッパの文化だと思います。 

12 月にはクリスマスマーケットもあり、いろいろな文化に触れら

れると思います。１年という短い期間の中で、その全てを少し

ずつでも吸収して帰りたいと思います。 

 

 

 

 

それぞれの国で学ベること

は様々だと思いますが､私

はこの学びは自分にとって

とても重要な学びであると感

じています。ドイツという国に

派遣させていただいたこと

は本当にありがたいことだと

感じています。 

 

 

 

カーニバルのパーティーに参加 

隣はアルゼンチンの派遣生 

 

 

 

ホストファーザーのローター 

 

 


